
かこさとし／作
鈴木まもる／絵
小峰書店

みずとはなんじゃ？

みずとは、いったいどん

なものでしょう？水は暮
く

ら

しに必
ひつ

要
よう

なだけではなく

命
いのち

を保
たも

つためにも、なく

てはならないものなので

す。

あまんきみこ／文
村上豊／絵
ポプラ社

青
あお

葉
ば

の笛
ふえ

熊
くま

谷
がい

次
じ

郎
ろう

直
なお

実
ざね

は、一
いち

の

谷
たに

の合
かっ

戦
せん

で息
むす

子
こ

と同
どう

年
ねん

代
だい

の若
わか

武
む

者
しゃ

の首を討
う

ちま

す。この若
わか

武
む

者
しゃ

から託
たく

さ

れた笛
ふえ

が「青葉の笛」と

よばれるようになりました。

メアリー・ノートン／作
林容吉／訳
岩波書店

床
ゆか

下
した

の小
こ

人
びと

たち

イギリスの古
こ

風
ふう

な家の床
ゆか

下
した

に住
す

む小
こ

人
びと

の一
いっ

家
か

。

ある日人間の男の子に姿
すがた

を見られ、大変なことが

起
お

こります。

斉藤洋／作
杉浦範茂／絵
講談社

ルドルフとイッパイアッテナ

訳
わけ

あってのらねこになっ

てしまったルドルフ。兄
あに

貴
き

分イッパイアッテナと

の、とびきりゆかいな、

のらねこ生活。

髙橋真理子／文
早川世詩男／絵
ほるぷ出版

星
ほし

空
ぞら

を届
とど

けたい

プラネタリウムは幸
しあわ

せな

場
ば

所
しょ

。では長
ちょう

期
き

入
にゅう

院
いん

で

外出ができない子どもた

ちは、どうすればプラネ

タリウムが見られるの？

ｱｽﾄﾘｯﾄ゙ ･ ﾘﾝﾄ゙ ｸ ﾚ゙ｰﾝ／作
ｲﾝｸ ﾘ゙ｯﾄ゙ ･ ｳ ｧ゙ﾝ ･ﾆｲﾏﾝ／絵
菱木晃子／訳
岩波書店

長
なが

くつ下
した

のピッピ

トミーとアニカの家のとな

りにピッピがひっこしてき

ました。ピッピとすごす

毎日は、楽しくてしょうが

ありません。

平野伸明／文・写真
福音館書店

スズメのくらし

スズメは身
み

近
ぢか

な鳥ですが

そのくらしは、わからな

いことだらけ。それはス

ズメは用
よう

心
じん

深
ふか

くて姿
すがた

をか

くしてくらしているからな

のです。

手島悠介／作
岡本颯子／絵
岩崎書店

ふしぎなかぎばあさん

学校の帰
かえ

り道
みち

、広
こう

一
いち

は

カギをなくしてしまう。

けれども、ふしぎなおば

あさんから、ぎん色に光

るかぎをもらうと･･･。

アリソン・アトリー／作
すがはらひろくに／訳
やまわきゆりこ／画
福音館書店

おめでたこぶた　その１

四
よん

ひきのこぶたとアナグマのお話
はなし

四ひきのこぶたは親
おや

がわ

りのアナグマと暮
く

らして

いましたが、ある日よそも

のがやってきて･･･。

宮沢賢治／作
茂田井武／画
福音館書店

セロひきのゴーシュ

ゴーシュは町の活
かつ

動
どう

写
しゃ

真
しん

館
かん

でセロをひく係
かかり

でし

たが、あんまりじょうずで

ないとひょうばんでした。

すると、まいばん動
どう

物
ぶつ

が

たずねてきて…。

堀直子／作
高橋由季／絵
小峰書店

俳
はい

句
く

ガール

祖
そ

母
ぼ

が通
かよ

うケアハウス

で俳
はい

句
く

を知ったつぐみ。

こっそり教
きょう

室
しつ

の黒
こく

板
ばん

に俳

句を書いたら、翌
よく

朝
あさ

もう

一句の俳句が書かれて

いた。

君島久子／訳
赤羽末吉／絵
岩波書店

王
おう

さまと九
く

人
にん

のきょうだい

子どものいないおじいさ

んとおばあさんは、ある

日九人もの赤んぼうをさ

ずかりました。大きくなっ

た兄
きょう

弟
だい

は、王さまから、

無
む

理
り

を言われて･･･。

溝渕優／原作
中野幸隆／文
河村誠／絵
星の環会

得
とく

意
い

はジェット噴
ふん

射
しゃ

！ オニヤンマ

オニヤンマのキコ丸
まる

く

ん。危
き

機
き

に出くわしなが

ら無
ぶ

事
じ

に生き残
のこ

れたの

は、さまざまな幸
こう

運
うん

にめ

ぐまれたからなのです。

ﾛｰｾ ･ ﾗｰｹ ﾙ゙ｸﾗﾝﾂ／作
ｴｳ ｧ゙ ･ｴﾘｸｿﾝ／絵
菱木晃子／訳
岩波書店

あたしって、しあわせ！

ドゥンネは、今夜、ちっ

ともねむれません。あし

た、だいすきなともだち

のところへあそびにいく

のです。


